
高等学校 令和８年度（１学年用） 教科 数学  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組　～ 6 組

教科担当者：（入江、井上、清水、田中)

使用教科書：

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○ ○

〇 〇 〇

〇 〇 〇

３
学
期

〇 〇 〇

思 態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 知
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Ａ　数と式
・式を目的に応じて１つの文字に着目して整理
したり、１つの文字に置き換えたりするなどし
て既に学習した計算の方法を関連付けて多面的
に考えたり、目的にに応じて適切に変形したり
する能力を培う。
・中学校までに取り扱ってきた数を実数として
まとめ、数の体系についての理解を深める。そ
の際、実数が四則演算に関して閉じていること
や、直線上の点と１対１に対応していることな
どについて理解するとともに、簡単な無理数の
四則演算ができるようにする。
・不等式の科の意味や不等式の性質について理
解するとともに、不等式の性質を基に１次不等
式を解く方法を考察したり、具体的な事象に関
連した課題の解決に１次不等式を活用したりす
る力を培う。

・数と式
　多項式
　多項式の加法・減法・乗法
　展開の公式
　式の展開の工夫
　因数分解
　いろいろな因数分解
　実数
　根号を含む式の計算
　不等式
　不等式の性質
　1次不等式の解き方
　連立不等式
　不等式の利用

Ｂ　集合と命題
・集合と命題に関する基本的な概念を理解し、
それを事象の考察に活用できる。

・集合と命題
　集合と部分集合
　共通部分，和集合，補集合
　命題と集合
　命題と証明

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数研出版　最新数学Ⅰ

数学

【 知　識　・　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。【思考・判断・表現】

【主体的に取り組む態度】

数学Ⅰ

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】
・数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
することができる。

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形し
たりすることができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表
現することができる。
・関数関係に着目し，事
象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察することが
できる。
・社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係な
どに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や
結果を批判的に考察し判断したりすることができる。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
としている。

評価規準

【知識・技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解するとともに，簡単な無理数の計算をすることができる。
・2次の乗法公式や因数分解の公式を適切に用いて計算をすることができる。
・不等号の性質や不等式の解の意味について理解するとともに，1次不等式の解を求めることが
できる。

【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目的に
応じて適切に変形したりすることができる。
・1次方程式を解く方法や不等式の性質を基に1次不等式を解く方法を考察することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，1次不等式を問題解決に活用することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

【知識・技能】
・集合と命題に関する基本的な概念を理解している。

【思考・判断・表現】
・集合の考えを用いて命題を論理的に考察し，簡単な命題の証明をすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を集合と論証の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

Ｃ　２次関数
・２次関数とそのグラフにうちて理解し、２次
関数を用いて数量の関係や変化を表現すること
の有用性を認識することの有用性を認識すると
ともに、それらを事象の考察に活用できるす
る。
・２次方程式や２次不等式の解と２次関数のグ
ラフとの関係について理解し、２次関数のグラ
フを用いて２次不等式の解を求められるように
する。

・２次関数
　関数
　関数とグラフ
　y=ax2のグラフ
　y=ax2+qのグラフ
　y=a(x-p)2のグラフ
　y=a(x-p)2+qのグラフ
　y=ax2+bx+cのグラフ
　２次関数の最大・最小
　２次関数の決定
　２次方程式
　２次関数のグラフとx軸の共有点
　２次不等式
　２次不等式の利用２

学
期

・データの分析
　データの整理
　データの代表値
　データの散らばり
　データの相関
　相関係数
　分割表

Ｅ　データの分析
　データの散らばり具合や傾向を数値化する方
法を考察する力、目的に応じて複数の種類の
データを収集し、適切な統計量やグラフ、手法
などを選択して分析を行い、データの傾向を把
握して事象の特徴を表現する力、不確実な事象
の起こりやすさに着目し、主張の妥当性につい
て、実験などを通して判断したり、批判的に考
察したりする力を養う。

東村山 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3
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Ｄ　図形と計量
・三角比の意味やその基本的な性質について理
解し、三角比の相互関係などを理解できるよう
にする。また、日常の事象や社会の事象などを
数学的にとらえ、三角比を活用して問題を解決
する力を培う。

・図形と計量
　鋭角の三角比
　三角比の利用
　三角比の相互関係
　三角比の拡張
　三角比が与えられたときの角
　正弦定理
　余弦定理
　三角形の面積
　図形の計量

30

【知識・技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
・2次関数の最大値や最小値を求めることができる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係について理解している。
・2次関数のグラフを用いて2次不等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・2次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機器を用いてグラフを書く
などして多面的に考察することができる。
・2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決した
り，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

合計

105

【知識・技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係について理解している。
・三角比を鈍角まで拡張する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求める方法を理解している。
・正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連付けて理解している。
・正弦定理や余弦定理などを用いて三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現し，定理や公式として導くことができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解
決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりする
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と計量の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようと
したり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。
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【知識・技能】
・分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解している。
・コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフに整理したり，分散や
標準偏差などの基本的な統計量を求めたりすることができる。
・具体的な事象において仮説検定の考え方を理解している。

【思考・判断・表現】
・データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考察することができる。
・目的に応じて複数の種類のデータを収集し，適切な統計量やグラフ，手法などを選択して分
析を行い，データの傾向を把握して事象の特徴を表現することができる。
・不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性について，実験などを通して判断した
り，批判的に考察したりすることができる

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をデータの分析の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。



高等学校 令和８年度（１学年用） 教科 数学  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：（清水・田中）

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

１
学
期

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

２
学
期

〇 〇 〇

〇 〇 〇

３
学
期

合計

70

3-1　図形の性質
同上

10．基本の作図
11．いろいろな作図
12．空間における直線と平面
13．多面体

【知識・技能】
〇垂線を引く，垂直二等分線を引く，角の二等分線を引く，平行線を引くなどの基本的な作図を行
うことができる。
〇円周角の定理を利用して，円の外部の点を通る円の接線を作図することができる。
〇平行線と比の性質を利用して，線分を内分する点を作図することができる。
〇空間における2直線の位置関係に3つの場合があることや，2直線のなす角を理解し，それらの問題
を処理できる。
〇直線と平面の位置関係に3つの場合があることを理解し，問題を処理できる。また，ある直線lが
平面上の2直線に垂直のとき，直線lと平面が垂直であることを理解している。
〇2平面の位置関係に2つの場合があることを理解している。また，2平面のなす角を理解し，問題を
処理することができる。
〇5種類の正多面体の特徴を理解し，それに基づいて面，頂点，辺の数を求めることができる。
〇正多面体どうしの関係を利用して，正多面体の体積を求めることができる。
【思考・判断・表現】
〇作図の各過程において，平面図形のどの性質を用いているかを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○数学で扱う作図と，日常において図形をかくことでは，何が違うか考えてみようとする。
○空間における図形の位置関係について考えてみようとする。
〇どんな多面体にもオイラーの多面体定理が成り立つことに興味をもち，簡単な多面体で確かめよ
うとする。
〇正多面体が5種類である理由に関心をもち，その理由を調べようとする。
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2-2　図形の性質
三角形の性質についての理解を深め，そ
れらを事象の考察に活用できるようにす
る。
円の性質についての理解を深め，それら
を事象の考察に活用できるようにする。
作図についての理解を深め，作図の各過
程において平面図形のどの性質を用いて
いるかを考察できるようにする。

１．角の二等分線と比
２．三角形の外心、内心、重心
３．チェバ・メネラウスの定理
４．円周角の定理
５．円に内接する四角形
６．円と接線
７．接線と弦の作る角
８．方べきの定理
９．２つの円

【知識・技能】
〇三角形の内角・外角の二等分線と比の性質を用いて，線分の長さを求めることができる。
〇外心・内心・重心の性質を用いて，具体的な問題を処理できる。
〇三角形の面積と線分の比の性質を理解している。
〇チェバの定理・メネラウスの定理を用いて，線分比を求めることができる。
〇円周角の定理を用いて，角の大きさを求めることができる。
〇接線と弦の作る角の定理を利用して，角の大きさを求めることができる。
〇方べきの定理を用いて，線分の長さを求めることができる。
〇2円の共通接線について理解し，その長さを求めることができる。
【思考・判断・表現】
〇証明する際に，適当な補助線を引いて考察することができる。
○チェバの定理，メネラウスの定理について，論理的に考察し，証明することができる。
〇三角形の辺と角の大小関係や，三角形の存在条件を理解している。
〇三角形の外接円と四角形の外接円の違いを認識し，円に内接する四角形の性質や四角形が円に内
接する条件を理解する。
〇2円の位置関係を，動的な面から観察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○線分を分ける点や，三角形の角の二等分線と比について調べようとする態度がある。
〇身近な問題に対し，チェバの定理を活用できることを理解し，図形の性質に興味・関心をもつ。
〇三角形の外接円と四角形の外接円の違いを認識し，円に内接する四角形の性質や四角形が円に内
接する条件を考察しようとする。
〇方べきの定理は，円周角の定理や円に内接する四角形の性質などを用いて証明されることに関心
をもつ。
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1-1　場合の数
　場合の数を求めるときの基本的な考え
方についての理解を深め，それらを事象
の考察に活用できるようにする。

１．集合
２．集合の要素の個数
３．樹形図、和の法則、積の法則
４．順列
５．円順列と重複順列
６．組合せ

【知識・技能】
〇共通部分，和集合，補集合を求めることができる。
〇和集合・補集合の要素の個数の公式を用いることができる。
〇樹形図や和の法則，積の法則を用いることができる。
〇円順列・重複順列の用語，公式を理解し，利用できる。
〇組合せの用語，記号，公式を理解し，利用できる。
〇組分けの問題を処理できる。
〇同じものを含む順列の総数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
〇集合をそれぞれの場合に適した形で表すことができる。
○自然数の正の約数の個数を数える方法を考察することができる。
〇積の法則から順列の公式を考察することができる。
○具体的な問題を通じて，どのような場合に円順列，重複順列の考え方が適用できるかを見極める
ことができる。
〇順列の総数をもとにして，組合せの総数を考察することができる。
○同じものを含む順列を，組合せで考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇日常語の「かつ」「または」「…でない」との関連を認識しようとする。
○1つの原則を決めて，樹形図などを利用して，もれなく重複することなく数えようとする。
〇正の約数の個数を数えることに興味をもつ。
〇順列，円順列，重複順列の違いに興味・関心をもつ。
〇組合せの考え方を利用して，図形の個数や同じものを含む順列の総数などが求められることに興
味・関心をもつ。
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1-2　確率
確率の意味や基本的な法則についての理
解を深め，それらを事象の考察に活用で
きるようにする。

７．確率の意味
８．確率の計算
９．確率の基本性質
10．和事象の確率
11．余事象の確率

【知識・技能】
〇確率の定義に基づき，事象の確率を求めることができる。
〇積事象，和事象の意味を理解し，具体的な事象に対して，積事象，和事象を集合で表すことがで
きる。
〇事象の排反の意味を理解し，2つの事象が排反であるかを判断できる。
〇確率の加法定理を用いて，確率を求めることができる。
〇一般の和事象の確率を求めることができる。
〇余事象の確率の公式を利用して，確率を求めることができる。
【思考・判断・表現】
〇試行の結果を事象としてとらえ，事象を既知の集合と結びつけて考えることができる。
〇不確定な事象を，同様に確からしいという概念をもとに数量的にとらえることができる。
〇補集合をもとに，余事象を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇和事象，積事象，排反，空事象，確率の基本性質を集合と関連づけて考察しようとする。
〇一般の和事象の確率を集合と関連づけて考察しようとする。

11

2-1　確率
同上

12．独立な試行の確率
13．反復試行の確率
14．条件付き確率
15．期待値

【知識・技能】
〇独立な試行の意味を理解し，公式を用いて求めることができる。
〇反復試行の確率を，公式を用いて求めることができる。
〇条件付き確率の定義，意味を理解し，公式を用いて求めることができる。
〇期待値の定義を理解し，確率の性質などに基づいて期待値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
○2つの独立な試行を行うとき，その結果として起こる事象の確率について考察することができる。
〇反復試行の確率を，具体的な例から直観的に考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○独立な試行の確率について，興味をもって調べようとする。
○具体的事象について，反復試行の確率を，興味をもって調べようとする。
〇くじ引きの確率が，引く順番に関係なく等しくなることに興味をもつ。

9

思 態
配当
時数

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に
考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に
数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【主体的に取り組む態度】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

数研出版　最新数学Ａ

数学

【 知　識　・　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

【思考・判断・表現】
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

東村山 数学Ａ
数学 数学Ａ 2



高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：（小作・井上)

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

３
学
期

18

70

・高次方程式
　剰余の定理と因数分解
　高次方程式の解

【知識・技能】
・剰余の定理や因数定理を理解し，多項式の因数分解や除法における余りを求めることができる。
・因数定理や因数分解を利用して，高次方程式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・因数定理を多項式の除法と関連付けて考察することができる。
・高次方程式を利用して具体的な問題を解決することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・因数定理を多項式の除法と関連付けて考えようとしている。

8

Ｅ　図形と方程式
　座標を用いて，平面上の線分を内分する点，
外分する点の位置や二点間の距離を表すこと。
　座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。
　軌跡について理解し，簡単な場合について軌
跡を求めること。
　簡単な場合について，不等式の表す領域を求
めたり領域を不等式で表したり
すること。
　座標平面上の図形について構成要素間の関係
に着目し，それを方程式を用いて表現し，図形
の性質や位置関係について考察すること。
　数量と図形との関係などに着目し，日常の事
象や社会の事象などを数学的に捉え，コン
ピュータなどの情報機器を用いて軌跡や不等式
の表す領域を座標平面上に表すなどして，問題
解決に活用したり，解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察し
たりすること。

・点と直線
　直線上の点
　平面上の点
　直線の方程式
　２直線の平行と垂直
・円
　円の方程式
　円と直線
・軌跡と領域
　軌跡
　不等式の表す領域
　連立不等式と領域

【知識・技能】
・座標平面上の点について理解し，2点間の距離を求めることができる。
・数直線上で線分を内分・外分する点及び座標平面上の線分を内分・外分する点の座標を求めるこ
とができる。
・与えられた条件を用いて，平面上の直線の方程式を求めることができる。10
・2直線の図形的な関係について理解し，平行・垂直な直線や直線に関して対称な点を求めることが
できる。
・点と直線の距離について理解し，その長さを求めることができる。
・与えられた条件を用いて，円の方程式を求めることができる。
・円と直線の共有点の座標を，連立方程式を活用して求めることができる。
・円の接線の方程式を求めることができる。
・円と円の位置関係や共有点の座標を求めることができる。
・軌跡について理解し，与えられた条件から軌跡の方程式を求めることができる。
・与えられた不等式や連立不等式を座標平面上の領域として図示することができる。
【思考・判断・表現】
・数直線上で線分を内分・外分する点及び座標平面上の線分を内分・外分する点の座標について考
察することができる。
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を利用して，図形の性質について
証明することができる。
・与えられた方程式がどのような図形を表すか，判断することができる。
・円と直線の位置関係を，判別式や点と直線の距離を活用して説明することができる。
・不等式の表す図形を考察したり，説明したりすることができる。
・与えられた連立不等式を座標平面上の領域として図示し，それらを活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・数直線上で線分を内分・外分する点及び座標平面上の線分を内分・外分する点の座標について考
察しようとしている。
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を活用して，図形の性質について
証明しようとしている。
・円と直線の位置関係を，判別式や点と直線の距離を活用して考えようとしている。
・不等式の表す図形を考えたり，説明したりしようとしている。

10

２
学
期

　二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の
関係について理解すること。

　２次方程式の解と判別式
　解と係数の関係

【知識・技能】
・2次方程式の解の公式や判別式の意味を理解し，2次方程式の解を求めたり，解を判別したりする
ことができる。
・解と係数の関係を用いて，2次方程式の解の和や積などを求めることができる。
・解と係数の関係を用いて，2次式を因数分解したり，2数を解とする2次方程式を求めたりすること
ができる。
【思考・判断・表現】
・2次方程式の解の公式が係数によって書き換えられることを説明することができる。
・2次方程式の判別式を用いて2次方程式の解の個数を考察することができる。
・2次方程式の解と係数にはどのような関係があるのかを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・2次方程式の判別式を活用して，2次方程式の解の個数を考えようとしている。
・2次方程式の解と係数にはどのような関係があるのかを考えようとしている。

8

8

Ｄ　高次方程式
　因数定理について理解し，簡単な高次方程式
について因数定理などを用いてその解を求める
こと。
　日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，方程式を問題解決に活用すること。

１
学
期

Ａ　式と計算
　三次の乗法公式及び因数分解の公式を理解
し，それらを用いて式の展開や因数分解をする
こと。
　多項式の除法や分数式の四則計算の方法につ
いて理解し，簡単な場合について計算をするこ
と。
　式の計算の方法を既に学習した数や式の計算
と関連付け多面的に考察すること。
　粘り強く「柔軟に」考え，数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度を養う。

・式と計算
　多項式の乗法と因数分解
　二項定理
　多項式の割り算
　分数式の乗法・除法
　分数式の加法・減法
　恒等式

【知識・技能】
・3次の乗法公式及び因数分解の公式を用いて計算することができる。
・二項定理を活用して，整式の一般項を求めることができる。
・多項式の除法や分数式の四則計算について理解し，簡単な場合について計算することができる。
・等式について理解を深め，恒等式となるような値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・3次の乗法公式や因数分解の公式を既に学習した数と式の計算と関連付けて多面的に考察すること
ができる。
・パスカルの三角形や組合せの考えを用いて二項定理について考察することができる。
・分母が異なる分数式の計算を，数の計算と関連付けて多面的に考察することができる。
・等式が恒等式であるための条件を考察することができる。
・等式が成り立つことを論理的に考察し，証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・3次の乗法公式や因数分解の公式を既に学習した数と式の計算と関連付けて多面的に考えようとし
ている。
・パスカルの三角形や二項定理に関心をもち，学習に取り組もうとしている。
・分母が異なる分数式の計算を，数の計算と関連付けて多面的に考えようとしている。
・具体的な方程式と対比させて，等式が恒等式であるための条件を考えようとしている。

Ｃ　複素数と２次方程式の解
　数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素
数の四則計算をすること。
　二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の
関係について理解すること。

・複素数と２次方程式の解
　複素数

【知識・技能】
・数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算について計算することができる。
【思考・判断・表現】
・複素数の四則計算について考察することができる。
・複素数の必要性や意味を，負の数の平方根と関連付けて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複素数の四則計算について複素数の性質を活用して，考えようとしている。
・複素数の必要性や意味を，負の数の平方根と関連付けて考えようとしている。

4

14

Ｂ　等式・不等式の証明
　式の計算の方法を既に学習した数や式の計算
と関連付け多面的に考察すること。
　実数の性質や等式の性質，不等式の性質など
を基に，等式や不等式が成り立つことを論理的
に考察し，証明すること。

・等式・不等式の証明
　等式の証明
　不等式の証明
　相加平均と相乗平均

【知識・技能】
・不等式の性質を用いた不等式の証明の仕方について理解している。
・相加平均と相乗平均の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・実数や不等式の性質を利用して不等式が成り立つことを証明することができる。
・相加平均と相乗平均の関係を利用して，不等式が成り立つことを証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・実数や不等式の性質を利用して，不等式が成り立つことを証明しようとしている。

いろいろな式，図形と方程式の考えについての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて
論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目
し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を
論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ
の特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考
察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【主体的に取り組む態度】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱα

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

数研出版　最新数学Ⅱ

数学

【 知　識　・　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

【思考・判断・表現】
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

東村山 数学Ⅱα
数学 数学Ⅱα 2

数学



高等学校 令和８年度　　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：（加藤・清水・入江)

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇 〇

〇 〇 〇

２
学
期

３
学
期

〇 〇 〇

角の概念を一般角まで拡張することや弧度法を用いる必要性，
弧度法の基本的な考え方について理解することができる。

一般角に対する三角関数の定義や，三角関数の相互関係などの
基本的な性質について理解し，三角関数の値を求めること
ができる。

座標を入れかえたり，符号を変えたりしたときの動径が表す角
と三角関数の値との関係を考察し，いろいろな角の三角関
数の値を求めることができる。

三角関数のグラフの特徴について理解し，与えられた三角関数
のグラフをかくことができる。また，三角関数の式とグラフの
関係について多面的に考察することができる。

三角関数の性質や単位円，グラフなどを用いて，三角関数を含
む方程式や不等式を解くことができる。

三角関数の加法定理について理解し，与えられた三角関数の値
を求めることができる。また，2 倍角の公式を活用して与
えられた三角関数の値を求めたり，三角関数を含む方程式を解
いたりすることができる。

三角関数の合成を理解し，与えられた三角関数を合成したり，
三角関数の合成を利用して最大値・最小値を求めたりすること
ができる。

・三角関数
　一般角
　弧度法
　三角関数
　三角関数のグラフ
　三角関数を含む方程式・不等式
　加法定理
　加法定理の応用
　三角関数の合成

【知識・技能】
・角の概念を一般角まで拡張する意義を理解し，弧度法により角を表したり，扇形の弧の長さや面積を求
めたりすることができる。
・一般角に対する三角関数の定義を理解し，三角関数の値を求めることができる。
・三角関数の相互関係などの基本的な性質について理解している。
・三角関数の性質を理解し，いろいろな角の三角関数の値を求めることができる。
・三角関数のグラフの特徴について理解し，与えられた三角関数のグラフをかくことができる。
・三角関数の性質や単位円，グラフなどを用いて，三角関数を含む方程式や不等式を解くことができる。
・三角関数の加法定理について理解し，与えられた三角関数の値を求めることができる。
・2 倍角の公式を活用して，与えられた三角関数の値を求めたり，三角関数を含む方程式を解いたりする
ことができる。
・与えられた三角関数を合成することができる。
・三角関数の合成を利用して最大値・最小値を求めることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・座標を入れかえたり，符号を変えたりしたときの動径が表す角と三角関数の値との関係を考察したり，
説明したりすることができる。
・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察することができる。
・2 つの三角関数のグラフの関係について考察したり，説明したりすることができる。
・単位円を利用して三角関数の加法定理について考察することができる。
・三角関数の合成を，グラフや加法定理と関連付けて考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・座標を入れかえたり，符号を変えたりしたときの動径が表す角と三角関数の値との関係を考えたり，説
明したりしようとしている。
・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考えようとしている。
・単位円を利用して三角関数の加法定理について考えようとしている。
・三角関数の合成を，グラフや加法定理と関連付けて考えようとしている。

思 態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 知評価規準

○ 26

指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理解し，拡張した
ときの指数法則について考察したり，数や式の計算をした
りすることができる。

指数関数の値の変化やグラフの特徴について，多面的に考察す
ることができる。また，指数関数の性質を用いて2 つの数の大
小を判断したり，指数関数を含む方程式や不等式を解いたりす
ることができる。

指数と対数を相互に関連付けて対数の意味や，その基本的な性
質について考察することができる。また，簡単な対数の値
を計算することができる。

対数関数の値の変化やグラフの特徴について，多面的に考察す
ることができる。また，対数関数の性質を用いて数の大小
を判断したり，指数関数を含む方程式や不等式を解いたりする
ことができる。

常用対数の意義を理解し，常用対数の値を用いて整数の桁数や
小数の位について求めることができる。

・指数関数と対数関数
　指数法則
　指数関数とそのグラフ
　対数
　対数の性質
　対数関数とそのグラフ
　常用対数

【知識・技能】
・指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理解し，指数法則を用いて数や式の計算をすることができ
る。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解し，指数関数のグラフをかくことができる。
・指数関数の性質を理解し，指数関数を含む方程式や不等式を解くことができる。
・指数を対数の形に表すことができる。
・対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の値を計算することができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について理解し，対数関数のグラフをかくことができる。
・対数関数の性質を理解し，対数関数を含む方程式や不等式を解くことができる。
・常用対数の意義を理解し，常用対数表を用いて，値を求めることができる。
・常用対数の値を用いて，整数の桁数や小数の位について求めることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・指数を整数へ拡張したときの指数法則について考察することができる。
・指数を整数へ拡張したときの指数法則が成り立つことを，具体的な数値を用いて説明することができ
る。
・累乗根の定義から，累乗根の基本的な性質について証明することができる。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，グラフを相互に関連付けて多面的に考察するこ
とができる。
・指数関数の性質を用いて，2つの数の大小を判断することができる。
・指数と対数を相互に関連付けて考察することができる。
・指数と対数を相互に関連付けて，対数の性質について証明することができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，グラフを相互に関連付けて多面的に考察するこ
とができる。
・対数関数の性質を用いて，数の大小について判断することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・指数を整数に拡張したときの指数法則について考えようとしている。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，グラフを相互に関連付けて多面的に考えようと
している。
・指数と対数を相互に関連付けて考えようとしている。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，グラフを相互に関連付けて多面的に考えようと
している。

○ ○

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数研出版　最新数学Ⅱ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅱβ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】
指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を
数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察
する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を
簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に
着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に
着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展
的に考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

東村山 数学 数学Ⅱβ
数学 数学Ⅱβ 2

合計

70

14

【知識・技能】
・関数の平均変化率や微分係数を求めることができる。
・微分係数の図形的な意味を理解し，接線の傾きを求めることができる。
・導関数の定義にしたがって，関数の導関数を求めることができる。
・関数の導関数について計算することができる。
・導関数を利用して，微分係数や接線の方程式を求めることができる。
・関数とその導関数の関係を理解し，関数の増加，減少及び極値を調べ，グラフの概形をかくことができ
る。
・関数が極値をもつかどうかを調べたり，極値の条件から関数を求めたりすることができる。
・関数の増減やグラフを調べることで，方程式の実数解の個数や関数の最大・最小を求めることができ
る。

【思考力・判断力・表現力】
・具体的な事象から平均の速さや瞬間の速さを考察することができる。
・具体的な事象から導関数を考察することができる。
・グラフを利用して，関数が導関数とどのような関係にあるのかを説明することができる。
・導関数の定義を利用して，関数の定数倍，和及び差の導関数について簡単に求める方法を考察すること
ができる。
・導関数のグラフから，もとのグラフがどのような形状になるかを考察することができる。
・関数が極値をもつ条件について説明することができる。
・関数の増減やグラフを活用して，具体的な事象に関する問題を解決することができる。
・関数の増減を考察し，与えられた不等式が成り立つことを証明することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な事象から平均の速さや瞬間の速さについて考えようとしている。
・具体的な事象から導関数について考えようとしている。
・グラフを利用して，関数が導関数とどのような関係にあるのかを説明しようとしている。
・導関数の定義を利用して，関数の定数倍，和及び差の導関数について簡単に求める方法を考えようとし
ている。
・導関数のグラフから，もとのグラフがどのような形状になるかを考えようとしている。

具体的な事象から，一般の関数についての平均変化率や微分係
数を求め，その図形的な意味を考察することができる。さら
に，導関数の定義を理解し，関数の導関数を求めることができ
る。

導関数の性質を基に，関数の定数倍，和及び差の導関数を求め
ることができる。また，導関数を利用して，微分係数や接線の
方程式を求めることができる。

関数とその導関数の関係を理解し，関数の増加，減少及び極値
を調べ，グラフの概形をかくことができる。また，それらを方
程式の実数解の個数や関数の最大・最小，不等式の証明に活用
できる。

・微分法
　平均変化率と微分係数
　導関数
　いろいろな関数の微分
　接線
　関数の増減
　関数の極大・極小
　関数の最大・最小
　方程式・不等式への応用

18

原始関数について理解し，関数の不定積分を求めることができ
る。

不定積分を用いて，定積分の値を求めたり，定積分の性質につ
いて考察したりすることができる。また，定積分を含む関数
や，上端が変数の定積分について考察することができる。

積分の考えを利用して，直線や関数のグラフで囲まれた図形の
面積を求めることができる。

・積分法
　不定積分
　不定積分の計算
　定積分
　定積分の性質
　面積

【知識・技能】
・原始関数について理解し，関数の不定積分を求めることができる。
・不定積分を用いて，定積分の値を計算することができる。
・定積分の性質を用いて，定積分の値を計算することができる。
・定積分を含む関数を求めることができる。
・上端が変数の定積分と微分の関係を理解し，関数を求めることができる。
・積分の考えを利用して，囲まれた図形の面積を求めることができる。
・絶対値のついた関数の定積分について計算することができる。

【思考力・判断力・表現力】
・定積分の性質を用いて，定積分を計算する方法について考察することができる。
・上端が変数の定積分について考察し，その定積分と微分したものとの関係について説明することができ
る。
・積分の考えを利用して，面積を求める方法を考察することができる。
・積分の考えを利用して，2 つの曲線の間の面積を求める方法について考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・定積分の性質を用いて，定積分を計算する方法について考えようとしている。
・上端が変数の定積分とそれを微分したものとの関係について考えようとしている。
・積分の考えを利用して，面積を求める方法を考えようとしている。
・積分の考えを利用して，2 つの曲線の間の面積を求める法について考えようとしている。

12



高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 １組、５組、６組

教科担当者：（小作）

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ ○

12

20

Ｂ　漸化式と数学的帰納法
【知識・技能】
・漸化式について理解し，事象の変化を漸化式で表したり，簡
単な漸化式で表された数列の一般項を求めたりすること。
・数学的帰納法について理解すること。
・漸化式と数学的帰納法について理解し，それらを事象の考察
に活用できるようにする。

 【思考・判断・表現】
自然数の性質などを見いだし，それらを数学的帰納法を用いて
証明するとともに，他の証明方法と比較し多面的に考察するこ
と。
【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，問題解決
の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。納法
　漸化式と数学的帰納法について理解し，それらを事象の考察
に活用できるようにする。

・漸化式と数学的帰納法
　漸化式と一般項
　数学的帰納法

【知識・技能】

・漸化式の意味を理解し，具体的に項が求められる。

・漸化式を適切に変形して，その数列の特徴を考察することができる。

・おき換えを利用して，漸化式から一般項を求めることができる。

・初項と漸化式から一般項が求められる。

・数学的帰納法を用いて，等式，不等式を証明できる。

・ある数の倍数であることを，文字を用いて表現できる。

・数学的帰納法を用いて，整数の性質を証明できる。

【思考・判断・表現】

・初項と漸化式を用いて数列を定義できることを理解している。

・おき換えや工夫を要する複雑な漸化式について，考察しようとする。

・自然数nに関する命題の証明には，数学的帰納法が有効なことを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・数学的帰納法を利用して，いろいろな事柄を積極的に証明しようとする。 ○ ○ ○ 8

20

【知識・技能】

・確率分布を計算式や分布表を用いて表すことができる。

・確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることができる。

・反復試行の結果を，二項分布を用いて表すことができる。

・二項分布に従う確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることができる。

・連続的な確率変数について理解し，確率密度関数から確率を求めることができる。

・標準正規分布表を用いて，標準正規分布に関する確率の計算ができる。

・正規分布に従う確率変数Xを標準正規分布に従う確率変数Zに変換できる。

・標準正規分布表を用いて，正規分布に関する確率の計算ができる。

・日常の身近な問題を統計的に処理するのに正規分布を利用できる。

・二項分布に従う確率変数に関する確率の計算を，正規分布に従う確率分布で近似して求めることができる。

【思考・判断・表現】

・試行の結果を確率分布で表すことの意味がとらえられている。

・確率変数の期待値，分散，標準偏差を用いて確率分布の特徴を考察することができる。

・二項分布に従う確率変数の期待値，分散，標準偏差の公式について，確率分布の定義から導出することができる。

・面積を利用した確率分布の表し方を理解している。

・正規分布の特徴を理解し，さまざまな視点からとらえられる。

・二項分布のグラフと正規分布曲線の関係を考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・確率的な試行の結果を表すのに確率分布を用いることのよさに気づき，確率分布について積極的に考察しようとする。

・確率変数aX+bと確率変数Xのそれぞれの期待値，分散と標準偏差の関係について積極的に考察しようとする。

・二項分布に興味・関心をもち，さいころを投げるなどの具体的事項について考察しようとする。

・二項分布のグラフに関心をもち，調べてみようとする。

・連続的な確率変数である正規分布に興味をもち，正規分布について積極的に考察しようとする。

・確率P(m-σ≦X≦m+σ)を求めることができ，その結果を考察しようとする。

【知識・技能】

・数列の定義，表記について理解している。

・数列の一般項から，各項を求めることができる。

・数列に関する用語，記号を適切に用いることができる。

・等差数列の公差，一般項などを理解している。

・初項と公差を文字で表して，条件から数列の一般項を決定できる。

・等差数列の和の公式を，適切に利用して数列の和が求められる。

・自然数の和，奇数の和，倍数の和が求められる。

・等比数列の公比，一般項などを理解している。

・初項と公比を文字で表して，条件から数列の一般項を決定できる。

・等比数列の和の公式を，適切に利用して数列の和が求められる。

・記号Σの意味を理解し，∑の式を和の形で表したり，数列の和を∑の式で表したりすることができる。

・∑の性質や，∑k，∑k^2などの公式を適切に用いて，∑で表された和を計算することができる。

・第k項をkの式で表して，初項から第n項までの和が求められる。

・和の求め方を工夫して，数列の和が求められる。

・数列の和S_nと第n項a_nの関係を理解し，数列の一般項が求められる。

・和S_nの利用では，初項の扱いに注意して一般項が求められる。

・階差数列を利用して，もとの数列の一般項が求められる。

・階差数列の利用では，初項の扱いに注意して一般項が求められる。

【思考・判断・表現】

・等差数列の項を書き並べて，隣接する項の関係が考察できる。

・等比数列の項を書き並べて，隣接する項の関係が考察できる。

・初項から第n項までの和に着目して，一般項を考察できる。

・数列の規則性の発見に階差数列が利用できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・数の並び方に興味をもち，その規則性を発見しようとする意欲がある。

・等差数列の和を工夫して求める方法に興味をもち，等差数列の和の公式を導こうとする意欲がある。

・等比数列の和を工夫して求める方法に興味をもち，等比数列の和の公式を導こうとする意欲がある。

・自然数の2乗の和を工夫して求める方法に興味をもち，自然数の2乗の和の公式を導こうとする意欲がある。

・f(k+1)-f(k)を用いる和の求め方に興味をもち，具体的な問題に活用しようとする。

○ ○ ○

Ｃ　確率分布
【知識・技能】
・確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，分散，標準
偏差などを用いて考察すること。

【思考・判断・表現】
確率変数とその分布について理解し，それらを不確定な事象の
考察に活用できるようにする。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し進んで数学を活用する態度を育成する。

合計

70

10

東村山 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 2

単元の具体的な指導目標

・確率分布
　確率変数と確率分布
　確率変数の期待値
　分散と標準偏差
　二項分布
　二項分布と期待値，分散，標準偏
差
　連続型確率変数
　正規分布，研究確率
　二項分布の正規分布による近似

評価規準

数学Ｂ

【知識・技能】 【思考・判断・表現】

１
学
期

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

指導項目・内容 知 思 態
配当
時数

Ａ　数列とその和
【知識・技能】
・等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を
求めること。
・いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解する
こと。
 【思考・判断・表現】
・事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を
数学的に表現し考察すること。
・事象の再帰的な関係に着目し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，数列の考えを問題解決に活用すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く「柔軟に」考え，数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度を養う。また，数学のよさを認識し数学を活用しよう
とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度を養う。

・数列とその和
　等差数列
　等差数列の和
　等比数列
　等比数列の和，研究 複利計算
　和の記号Σ
　自然数の2乗の和
　いろいろな数列の和
　階差数列

２
学
期

３
学
期

Ｄ　統計的な推測
　統計的な推測について理解し，それを不確定な事象の考察に
活用できるようにする。
確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，分散，標準偏
差などを用いて考察すること。。
目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコン
ピュータなどの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の
特徴や傾向を推測し判断するとともに，標本調査の方法や結果
を批判的に考察すること。

・統計的な推測
　母集団と標本
　標本平均の分布
　母平均の推定
　母比率の推定
　仮説検定

〇〇〇

Ｅ　数学と社会生活
【知識・技能】
・社会生活などにおける問題を，数学を活用して解決する意義
について理解するとともに，日常の事象や社会の事象などを数
学化し，数理的に問題を解決する方法を知る。

【思考・判断・表現】
・目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコン
ピュータなどの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の
特徴や傾向を推測し判断するとともに，標本調査の方法や結果
を批判的に考察すること。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し進んで数学を活用する態度を育成する。

・数学を用いた考察
　ごみの量の推定
　シェアサイクル（自転車シェアリ
ング）
・社会で用いられる数値や指標
　偏差値
　選挙における議席配分

【知識・技能】

・日常生活における問題や社会問題を数学的に考察するときの手順を理解している

・変量xと変量y=ax+bの平均値，分散，標準偏差の関係を理解している。

・偏差値の定義にあてはめて偏差値を求めることができる。

・最大剰余方式，アダムズ方式を理解し，これらを用いて選挙区の議席数を求めることができる。

【思考・判断・表現】

・問題解決の過程や結果の妥当性について批判的に考察し，別の仮定を立てて考察することができる。

・解決過程を振り返り，そこで用いた方法を一般化して，別の仮定に活用することができる。

・偏差値はデータ全体における相対的な位置を表す値であることを理解している。

・最大剰余方式，アダムズ方式の特徴について考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・問題解決の過程や結果の妥当性について批判的に考察したり，そこで用いた方法を一般化したりして，別の仮定について積極的に考察する。

・社会で用いられる数値や指標について興味・関心をもち，調べてみようとする。

・議席数の割り振り方について，他の方法がないか調べようとする。

【知識・技能】

・全数調査と標本調査の特徴を理解し，適する調査方法を選ぶことができる。

・母平均と母標準偏差がわかれば，標本平均の値がどのくらいの確率で現れるか推測できることを理解している。

・推定にかかわる用語・記号を適切に活用することができる。

・信頼区間の考え方を用いて，母平均や母比率の推定ができる。

・仮説検定にかかわる用語を適切に活用することができる。

・仮説検定の考え方を用いて，日常の身近な事象に対する主張を検定することができる。

【思考・判断・表現】

・母平均と母標準偏差の考え方や標本平均の期待値と標準偏差の考え方がわかる。

・推定や信頼区間の考え方がわかる。

・仮説検定の考え方がわかる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・母集団や標本の特徴を理解しようとする。

・無作為抽出の方法について関心をもち，調べてみようとする。

・母平均や母比率の推定に関心を示す。

・仮説検定に関心を示す。

・精度付きの評価に関心をもち，調べてみようとする。

〇 〇 〇

数学

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数研出版　最新数学Ｂ

数学

【 知　識　・　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。【思考・判断・表現】

【主体的に取り組む態度】

【主体的に学習に取り組む態度】
数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに，数学と社会生活の関りについて認識を深め，事象を数学化
したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率
分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本
調査の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象
を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察した
りする力を養う。



高等学校 令和８年度　　　　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組（選択者）

教科担当者： （　加藤　）

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇 〇

〇 〇 〇

合計

140

28

【知識・技能】
〇微分係数，微分可能の定義と，その図形的意味を理解している。
〇微分可能性と連続性の関係を理解し，関数が微分可能でないことを示すことができる。
〇導関数の定義を理解し，定義に基づいて微分することができる。
〇積の導関数・商の導関数の公式を利用して，種々の導関数を計算できる。
〇様々な微分法を利用して、種々の導関数を計算できる。
〇導関数の符号と関数の増減の関係を理解し，導関数を利用して関数の増減を調べることができる。
〇導関数を利用して，関数の最大値・最小値を求めることができる。

【思考力・判断力・表現力】
〇微分係数の表し方を理解し，その図形的意味を考察することができる。
〇導関数を，微分係数から得られる新しい関数として理解している。
〇様々な微分法を定義に基づいて証明できる。
〇自然対数の底eを考える必然性を理解している。
〇平均値の定理を利用して導関数の符号と関数の増減の関係を証明する方法を理解している。
〇最大値・最小値と極大値・極小値との違いを，明確に意識して考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
〇微分可能性と連続性の関係について，興味・関心をもつ。
〇様々な導関数の性質や公式に興味をもち，定義に基づいて証明しようとする。
〇様々な導関数の公式に興味をもち，定義に基づいて証明しようとする。
〇関数の増減を導関数を用いて調べ，解決しようとする。
〇関数の最大値・最小値の問題を，導関数を用いて調べ，解決しようとする。

・合成関数の導関数の公式を導き、この公式を用いて、やや複
雑な関数の導関数を求めることができる。
・三角関数、指数関数及び対数関数の導関数を求めることがで
きる。
・ｘ、ｙの方程式で定められる関数の導関数を求めることがで
きる。
・媒介変数で表された関数の導関数を求めることができる。
・いろいろな関数の導関数の公式を基にして、接戦の方程式を
求めることができる。
・平均値の定理について、図などを用いて直観的に理解でき
る。
・いろいろな関数の導関数の公式を基にして、関数値の増減、
極大・極小、凹凸などを求めることができる。

・微分法とその応用
　導関数
　微分法の応用

36

・不定積分の基本的な性質を扱うことができる。
・置換積分法や部分積分法を用いて、簡単な場合について不定
積分や積分を求めることができる。
・いろいろな関数について、置換積分法や部分積分法を適切に
利用できる。
・いろいろな曲線で囲まれた図形の面積を求めることができ
る。
・「平面図形」の面積を求めた方法を基にして、簡単な図形の
体積を求めることができる。

・積分法とその応用
　不定積分
　定積分
　積分法の応用

【知識・技能】
〇不定積分の定義や基本性質を理解し，それを利用して種々の関数の不定積分を求めることができる。
〇置換積分法を理解し，それを利用して複雑な関数の不定積分を求めることができる。
〇部分積分法を理解し，それを利用して複雑な関数の不定積分を求めることができる。
〇定積分の定義や性質を理解し，それを利用する種々の関数の定積分の計算方法を理解している。
〇定積分の置換積分法では，積分区間の変換に注意して定積分を計算できる。
〇グラフの上下関係，積分範囲などを図にかいて考察して，種々の曲線で囲まれた部分の面積を求めることができる。
〇立体の断面積を積分することで体積が求められることを理解し，体積を求めることができる。

【思考力・判断力・表現力】
〇積分法が微分法の逆演算であることを理解している。
〇合成関数の微分の逆演算として，置換積分法を理解している。
〇積の微分の逆演算として，部分積分法を理解している。
〇上端がxである定積分を，xの関数とみることができる。
〇円の面積を求める公式は，定積分を利用して初めて数学的にきちんと証明されたことになることを理解している。
〇定積分が，図形の計量に関して有用であることを認識している。
〇断面積S(x)を積分することで体積V(x)が求められることを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
〇分数の形で表された関数の不定積分について，関数を変形することが重要であることに気づき，考察しようとする。
〇簡単に不定積分の計算ができないとき，変数の置換をどのようにすればよいかを考え，置換積分を利用しようとす
る。
〇置換積分法や部分積分法により，複雑な関数の定積分を求めることに興味・関心を示す。
〇直線や曲線で囲まれた部分の面積を，定積分を用いて求めようとする。
〇体積V(x)が断面積S(x)の1つの不定積分であることに興味・関心をもち，考察しようとする。

24

東村山 数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4

数学Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】
新しく学習する概念や原理・法則などを一方的に提示するのではなく、数学的活動を重
視し、既習の知識と関連付け、より深く体系的に理解できるようにする。また、事象を
数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりするための技能を身に
付ける。

「極限」の学習では、式を多面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりして、極限
を求める方法を考察することができるようにする。「微分法」の学習では、関数の連続
性と微分可能性、関数のグラフの形状とその導関数や第二次導関数の関係について考察
することができるようにする。「積分法」の学習では、微分法と積分法の関係を基に図
形の面積や立体の体積、曲線の長さを求める方法を考察できるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改
善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数研出版　最新数学Ⅲ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

思 態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 知評価規準

○ 52

・簡単な分数関数と無理関数及びそれらのグラフの特徴につい
て理解できる。
・合成関数や逆関数の意味を理解し、簡単な場合についてそれ
らを求めることができる。
・数列の極限について理解し、求めることができる。
・無限級数の収束、発散について理解し、無限等比級数などの
簡単な無限級数の和を求めることができる。
・関数値の極限について理解する。
・関数の定数倍、和、差、積及び商の導関数の公式を導き、そ
れらの公式を用いていろいろな関数の導関数を求めることがで
きる。
・合成関数の導関数の公式を導き、この公式を用いて、やや複
雑な関数の導関数を求めることができる。

・関数
　分数関数
　無理関数
　逆関数と合成関数
・極限
　数列の極限
　関数の極限
・微分法とその応用
　導関数

【知識・技能】
〇分数関数の定義を理解し，そのグラフをかくことができる。
〇無理関数の定義を理解し，そのグラフをかくことができる。
〇逆関数・合成関数の定義を理解し，種々の関数の逆関数を求めることができる。
〇収束する数列の実数倍・和・差・積・商に関する極限値の性質を理解し，それを用いて，数列の極限値を求めること
ができる。
〇無限等比数列の極限を求めることができる。
〇関数の極限に関する用語・記号を正しく理解している。
〇指数関数，対数関数の極限が求められる。

【思考力・判断力・表現力】
〇分数関数・無理関数のグラフと直線の共有点の座標を，連立方程式の実数解に読み替えて考察することができる。
〇逆関数の定義から，逆関数の定義域・値域や性質を考察することができる。
〇2つの関数を続けて作用させた関数を，合成関数という1つの関数として考察することができる。
〇無限数列の収束，発散についての内容とともに，記号を正しく理解している。
〇無限等比数列の極限を，公比の値で場合分けして，考察することができる。
〇関数の極限について，数列の極限における考え方との類似点と相違点を理解している。
〇極限値をもつ関数の決定に関しては，極限値をもつための必要条件から関数を決定し，極限値の存在を確認すること
で，その十分性をチェックしていることを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
○簡単な無限数列の極限を，グラフなどで直感的に考察しようとする。
〇無限等比数列の収束・発散を利用して，数列{r^n/(1+r^n )}の極限を求めることができる。
〇「項を無限に加える」ということを，数学的に定義する方法を理解しようとする。
〇グラフを利用して，関数の極限が正・負の無限大に発散する場合を考察しようとする。

○ ○

２
学
期

３
学
期

〇 〇 〇

入試問題演習 入試問題演習 【知識・技能】
〇数学の種々の公式を理解し、入試問題に活用することができる。

【思考力・判断力・表現力】
〇発展的な問題の解法を理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
〇種々の公式を利用して、問題の解き方を考察しようとする。



年間授業計画　新様式例
高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

１
学
期

○ ○ ○

２
学
期

○ ○ ○

３
学
期

〇日常の事象や社会の事象などを，図，
　表，統計グラフなどを用いて工夫して
　表現することの意義を理解すること。
〇日常の事象や社会の事象などを，離散
　グラフや行列を用いて工夫して表現す
　ることの意義を理解すること。
〇図，表，統計グラフ，離散グラフ及び行
　列などを用いて，日常の事象や社会の
　事象などを数学的に表現し，考察する
　こと。

〇データの表現方法の工夫
〇行列による表現
〇離散グラフによる表現
〇離散グラフと行列の関連

【知識・技能】
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学の良さを認識し積極的に活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
としたりしている。問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとして
いる。

〇

東村山 数学C
数学 数学C 2

数学

数研出版　最新数学C

数学

【 知　識　・　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

【思考・判断・表現】
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【主体的に取り組む態度】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学C

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

（加藤)

合計

70

〇平面上のベクトルの意味，相等，和，
　差，実数倍，位置ベクトル，ベクトル
　の成分表示について理解すること。
〇ベクトルの内積及びその基本的な性質に
　ついて理解すること。
〇座標及びベクトルの考えが平面から空
　間に拡張できることを理解すること。
〇実数などの演算の法則と関連付けて，
　ベクトルの演算法則を考察すること。
〇ベクトルやその内積の基本的な性質な
　どを用いて，平面図形や空間図形の性
　質を見いだしたり，多面的に考察した
　りすること。
〇数量や図形及びそれらの関係に着目し，
　日常の事象や社会の事象などを数学的に
　捉え，ベクトルやその内積の考えを問題
　解決に活用すること

〇平面上のベクトル
〇ベクトルの演算
〇ベクトルの成分
〇ベクトルの内積
〇位置ベクトル
〇ベクトルと図形
〇ベクトル方程式
〇空間の座標
〇空間のベクトル
〇ベクトルの成分
〇ベクトルの内積
〇位置ベクトル
〇ベクトルと図形
〇座標空間における図形

【知識・技能】
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学の良さを認識し積極的に活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
としたりしている。問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとして
いる。 26

〇 〇

〇放物線，楕円，双曲線が二次式で表され
　ること及びそれらの二次曲線の基本的な
　性質について理解すること。
〇曲線の媒介変数表示について理解するこ
　と。
〇極座標の意味及び曲線が極方程式で表
　されることについて理解すること。
〇複素数平面と複素数の極形式，複素数
　の実数倍，和，差，積及び商の図形的
　な意味を理解すること。
〇ド・モアブルの定理について理解する
　こと。
〇放物線，楕円，双曲線を相互に関連付
　けて捉え，考察すること。
〇複素数平面における図形の移動などと
　関連付けて，複素数の演算や累乗根な
  どの意味を考察すること。
〇日常の事象や社会の事象などを数学的
  に捉え，コンピュータなどの情報機器
  を用いて曲線を表すなどして，媒介変
  数や極座標及び複素数平面の考えを問題
　解決に活用したり，解決の過程を振り
  返って事象の数学的な特徴や他の事象と
  の関係を考察したりすること。

〇放物線
〇楕円
〇双曲線
〇２次曲線の平行移動
〇２次曲線と直線
〇２次曲線の性質
〇曲線の媒介変数表示
〇極座標と極方程式
〇コンピュータといろいろな曲線

【知識・技能】
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
数学の良さを認識し積極的に活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
としたりしている。問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとして
いる。

26

18

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，数学的な表現の工夫について認識
を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則や
その図形的な意味を考察する力，図形や図形の
構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。



年間授業計画　新様式例
高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：（　　井上　　）

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

〇 〇 〇

〇 〇 〇

３
学
期

〇 〇 〇

70

・百分率と歩合
・濃度・速度
・合同と相似
・面積
・体積

【知識・技能】
・百分率や歩合の概念を正しく理解し、実生活の状況において概念を適切に適用できる。
・溶液の濃度や速度の計算方法を理解し、問題を解く際に必要な計算を正確に行える。
・図形の合同と相似の特性を理解し、それらの性質を用いて問題を解決できる。
・面積や体積を計算する方法を理解し、異なる図形の面積や体積を比較し、問題を解決できる。
【思考・判断・表現】
・与えられた問題に対して、適切な計算手順を選択し、正確に計算することができる。
・実生活の状況に対して、数学的なモデルを構築し、問題を解決するための手順を選択できる。
・図形の性質や合同・相似の関係を分析し、正確に表現できる。
・図形の性質を分析し、適切な計算手順を選択し、計算結果を適切に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・新しい計算を学ぶ際に学習意欲を持ち、積極的に学習に取り組む態度を示すことができる。
・実生活の問題に対して数学的なアプローチを積極的に探求することができる。
・図形の性質に好奇心を持ち、問題解決のためにアイデアを積極的に追求することができる。
・立体や図形に対する興味を持ち、自己の学習目標を設定し努力することができる。

18

２
学
期

・三角比が直角三角形の辺の比であることを
理解し、図より三角比を求めることができ
る。
・相互関係を用いて、他の三角比の値を求め
ることができる。
・正弦定理を用いて問題を解決することがで
きる。
・余弦定理を用いて、問題で与えられた辺や
角以外の辺・角を求めることができる。
・面積の公式より、三角比を用いて三角形の
面積を求めることができる。

・三角比
・三角比の相互関係
・正弦定理
・余弦定理
・図形の計量
・図形と角度
・円の性質

【知識・技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係について理解している。
・三角比を鈍角まで拡張する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求める方法を理解している。
・正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連付けて理解している。
・正弦定理や余弦定理などを用いて三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めることができる。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現し，定理や公式として導くことができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決し
たり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と計量の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

8

【知識・技能】
・就職試験に必要な基礎的な数学知識を理解している。
・応用問題に対して適切な数学的手法や計算方法を選択し、解決できる能力がある。
・数学的概念や原理を応用して実世界の問題を解析し、解決策を導く能力がある。
【思考・判断・表現】
・問題解決の過程で論理的思考を展開し、正確な結論を導く能力がある。
・数学的な考察や推論を明確かつ適切に表現できる。
・複雑な問題に対して独創的かつ効果的な解決策を提案できる能力がある。
【主体的に学習に取り組む態度】
・数学の学習に積極的に取り組み、継続的に自己成長を促す姿勢がある。
・問題解決の過程で自己の課題や不足を認識し、それらに対処する能力がある。
・チームワークや協力を通じて、他の生徒と共に学習を深めることができるか。

・総合問題①
・総合問題②
・総合問題③
・就職試験

・２学期までに学習した内容を覚えており、
就職問題に取り組むことができる。
・２学期までに学習した内容を覚えており、
就職問題に取り組むことができる。

18

8

・就職問題で頻出の問題に取り組むことがで
きる。
・図形の性質を用いて証明することができ
る。
・これまで学んだ性質を用いて様々な面積や
体積を求めることができる。

１
学
期

・基本的な計算ができるようにする。
・展開、因数分解の公式が使えるようにす
る。
・√の計算ができるようにする。
・様々な方程式の解法を身につける。
・様々な不等式の解法を身につける。

・数の計算
・整式
・乗法公式
・因数分解
・無理数
・１次方程式
・連立方程式
・２次方程式①解の公式など
・２次方程式②判別式
・１次不等式
・２次不等式

【知識・技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解するとともに，簡単な無理数の計算をすることができる。
・2次の乗法公式や因数分解の公式を適切に用いて計算をすることができる。
・不等式の解の意味や不等式の性質について理解するとともに，1次不等式の解を求めることができ
る。

【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目的に応じ
て適切に変形したりすることができる。
・1次方程式を解く方法や不等式の性質を基に1次不等式を解く方法を考察することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，1次不等式を問題解決に活用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとしたり，
粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

・関数の意味を理解し、グラフをかける。
・二次方程式の解の種類の判別及び解と係数
の関係について理解すること。
・グラフを用いて、関数の最大・最小を求め
ることができる。

・関数とグラフ
・２次関数
・２次関数の最大・最小

【知識・技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
・2次関数の最大値や最小値を求めることができる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係について理解している。
・2次不等式の解と2次関数のグラフとの関係について理解し，2次関数のグラフを用いて2次不等式
の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・2次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機器を用いてグラフをかくなど
して多面的に考察することができる。
・2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決したり，解
決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・事象を2次関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

4

14

・集合と命題の関係を理解する。 ・命題と論理 【知識・技能】
・命題に関する基本的な概念を理解している。
【思考・判断・表現】
・命題を論理的に考察し，簡単な命題の証明をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を論証の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとしたり，粘
り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

・数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることができる。

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切
に変形したりすることができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に
考察し表現することができる。
・関数関係に着目し，事
象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
ることができる。
・社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりすることができる。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
としている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【主体的に取り組む態度】 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学基礎

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

数研出版　最新数学Ⅰ

数学

【 知　識　・　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

【思考・判断・表現】 数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

東村山 数学基礎
数学 数学基礎 2

数学



年間授業計画　新様式例
高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者： （　　入江 　　）

使用教科書： ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

〇 〇 〇

〇 〇 〇

３
学
期

〇 〇 〇

東村山 数学発展
数学 数学発展 2

数学

数研出版　最新数学Ⅰ

数学

【 知　識　・　技　能 】 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

【思考・判断・表現】
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明
瞭・的確に表現する力を養う。

【主体的に取り組む態度】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。
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【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】
・数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることができる。

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切
に変形したりすることができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に
考察し表現することができる。
・関数関係に着目し，事
象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
ることができる。
・社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりすることができる。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
としている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数
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・２次関数のグラフとｘ軸との共有点が、２次
方程式の解であることを理解できる。
・基本的な２次不等式を解くことができる。
・ｓｉｎθ、ｃｏｓθ、ｔａｎθの性質を理解
でき、値を求めることができる。

１
学
期

・同類項をまとめるなど、整式における基本的
な計算をすることができる。
・置き換えや掛ける順序の工夫など、さまざま
な工夫をすることで複雑な展開の問題を解くこ
とができる。
・２種類以上の文字を含む整式を、１つの文字
に着目して降べきの順に整理することで、因数
分解を行うことができる。
・実数内のあらゆる数の包含関係を理解し、問
題によって必要な答えを判断することができ
る。
・分母が根号を含む和差の形である分数を、有
理化することができる。

・整式の加法と減法
・整式の乗法
・因数分解
・実数
・根号を含む式の計算

【知識・技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解するとともに，簡単な無理数の計算をすること
ができる。
・2次の乗法公式や因数分解の公式を適切に用いて計算をすることができる。
【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉え
たり目的に応じて適切に変形したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしてい
る。

・命題と条件の違いを理解することができる。
・命題や条件の真偽を判断することができる。
・もとの命題と逆・裏・対偶の関係を理解する
ことができる。

・命題と条件
・命題とその逆･対偶・裏

【知識・技能】
・命題に関する基本的な概念を理解している。
【思考・判断・表現】
・命題を論理的に考察し，簡単な命題の証明をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を論証の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしてい
る。
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・連立不等式を、数直線を利用して解くことが
できる。
・文章から、自らで不等式を立てることができ
る。
・絶対値の性質を理解し、適切に絶対値をはず
すことができる。
・集合の表し方を見て、どんな要素が含まれて
いるかをイメージすることができる。

・不等式の性質
・１次不等式
・絶対値を含む方程式・不等式
・集合

【知識・技能】
・不等式の解の意味や不等式の性質について理解するとともに，1次不等式の解を求
めることができる。
【思考・判断・表現】
・1次方程式を解く方法や不等式の性質を基に1次不等式を解く方法を考察すること
ができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，1次不等式を問題解決に活用するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしてい
る。

２
学
期

・関数の定義を理解し、ｘの値に対応する関数
の値を求めることができる。
・直線と放物線のグラフを描くことができる。
・２次関数の最大・最小を求めることができ
る。

・鈍角における三角比を求めることができる。
・三角形の辺の長さ、角度を求めることができ
る。
・面積を求めることができる。
・三角形の外接円、内接円の半径を求めること
ができる。

【知識・技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係について理解している。
・三角比を鈍角まで拡張する意義を理解している。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求める方法を理解している。
・正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連付けて理解している。
・正弦定理や余弦定理などを用いて三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めることができる。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現し，定理や公式として導くことができる。
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決した
り，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と計量の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

【知識・技能】
・分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解している。
・コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフに整理したり，分散や標準偏
差などの基本的な統計量を求めたりすることができる。
・具体的な事象において仮説検定の考え方を理解している。
【思考・判断・表現】
・データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考察することができる。
・目的に応じて複数の種類のデータを収集し，適切な統計量やグラフ，手法などを選択して分析を行
い，データの傾向を把握して事象の特徴を表現することができる。
・不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性について，実験などを通して判断したり，批
判的に考察したりすることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をデータの分析の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

・データの整理
・データの代表値
・データの散らばりと四分位数
・分散と標準偏差

・度数分布表、ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを作成できる。
・代表値の意味を理解し、求めることができ
る。
・箱ひげ図を表すことができる。
・分散、標準偏差を求めることができる。

・関数とグラフ
・２次関数とグラフ
・２次関数の最大・最小
・２次関数の決定

【知識・技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
・2次関数の最大値や最小値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・2次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機器を用いてグ
ラフをかくなどして多面的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしてい
る。
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・２次方程式
・２次不等式
・三角比
・三角比相互関係

【知識・技能】
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関係について理解している。
・2次不等式の解と2次関数のグラフとの関係について理解し，2次関数のグラフを用
いて2次不等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を
解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考
察したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしてい
る。
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・三角比の拡張
・正弦定理
・余弦定理
・正弦定理と余弦定理の応用
・三角形の面積
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